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-日時:平成27年12月13日{日}
・会場:大蔵府議結陰館3隠

-講師:!ヨ本銭灸研究会代表篠原孝市先生

• J医道の日本誌j2015年12月態床lζ活かす古典
fI'o.44治療その4Jのお話より

-E扉診r;::つい7
五議診の歴史を研究すると、 n総監の義代から金元明時代のあるいは江戸E幸代ゆ
訴診匂耀主主というのは、かなり複雑である。しかし問題になるのは今の訴診だとい

える。吉男を材料とする時、今の係診に役に立つものだLすが大事で他{ま才患という
ことでは祭いc 今現在の品鷲舎を行っている経験や問題意議を抜きにして吉貝(孟読め

ない。 訴診のことは厳診を行っている人以外にわかるはずち無い。 誰でち主著灸を皇室

じることは出来てち、銭を持ったことの祭い人に銭灸の事はわかるはずも主主いとい

う患に患う。銭を持つこと自体援しいのである。事まを持つのには銭ji手になじむま
でに、半年 一年、二年とかかるのである。ただどこかに剰t訂正良いというもので
は霊互い。銭灸の吉冥の問題、現在の銭灸の問題というのは、録灸を実際に行ってい

る入力晴還にしな4すれば、 金銭問題iこならないだろうと患っているe 古典を還祭す
る為に(;1:、現在行っていることが非常に役に立つと患う。古典を見ることによって、

また吉異の方から我々に投射してくるちのがあるというE誌に患う。

-歪震雲大論篇第七十四注第七章~第十章
至毘雲大論冨というのは司天や在泉や六主主というちのが、どういう尽にき然界の

人簡の体に影響を弓えるかというのを述バた部分である。その中で七霊は主張診のこ

とを述ザえている。

2?;奇天は、 一年を608ずつ六つの季節に分けた第3顛をいう。在泉はその第6需品を

いう。今年、西暦2016年の司天は5月20日(小湾)~7月228 (大雲)、を泉は

年をまたいで11月228(IJ、雪)~2017年1男20日 (大寒) である。

なお六気は一年を60日空軍に六つの季節に分けたちのである。

第七霊より
帝日く、夫子言う、陰寵の在る所を察して之を謂う{ととのう}、と。論Iζ言う、
人迎と寸口組い庭じて、縄を引くカ宅く{ごとく)、小大声等なるは、命づけて平

と日う。陰の在ミ5F折、寸ロ何如ん(すんこういかん}、と。
帝{ま雲われたo r岐伯先生{草、人選a，f売口診を使ってこれをiI言えると雲われたc 皇室
(雲物名{孟不明)によると人辺の訴 (頚の動訴)と寸口の採(銭電動採)が綿引き

のように引き合い、小さくなったり大きくなったり同じになったりする@カが向。

になった時を平というとc では寸口 (桧のをる所)というちのめi霊気詮における採
診とはどんなちのであろうかjと。
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厳他日く、織の南北を貌て、 之れを知る可きなり、と。

木火土金水の土還の年、申 (きのえ)と己(っちのと)の年というのを葡議(な

んぜい)と雲う。それ以外の十干のうちの八つの年{木還は丁 (ひのと)と壬 (み

ずのえ)、 火遣は戊 {っちのえ)と奏 (みずのと)、 金還は乙 (きのと)と庚(か

のえ)、水道孟丙 (ひのえ)と辛(かのと)の年]を北歳 ((まくぜい}と雲うc 偉

い人l孟痛の方を向いて物事の政治を行うといういわれが有り、まずそのイメージか
ら来ているのである。北高義の年には人の気は北の方に向く。人が北の方を向いて手

を前に出すと寸口が尺中の北の方に位置する。尺中{ま寸口の南側に位置するe これ

は寸関尺の三認をみるのでは祭くて、二つの部位の訴をみる寸尺診である。ある隠

の中での榛脅動脈の前半分と、後ろ半分を寸と尺という恩に分4する。:it歳の年{ま寸
が北の方に、尺力勺宥に来るというちのを前f起こしている。

鮫{創立答えて f今年が南歳の年力、北歳の年かをまずffiE，た上で、係診におりるその
年の気のあり方というもの力t遺産主できるのですJとe

帝臼く、 fiわくば卒く {ことごとく)(ζ之れ{これ)を闘かん、と。
帝lま雲われた f出来ればくわしく箇かぜてくれないかJと@

鮫伯日く、.:tt政の歳、 少陰在泉なれば、則ち寸口患をず。厭鎗在泉なれば、員。ち
右庭ゼず。太陰在泉なれば、真。ち左庭ぜず。南歳の年、少陰司天なれば、則ぢ寸口

康ぜず。蕨鎗司天なれば、貝0ち右慮ぜず。太陰奇天なれば、則ち左.f!ぜず。諸々の
慮ゼざる香i立、冥の診lζ反すれば即ち晃わる(あらわる)、 と。
厳伯が雲うには f北放の歳についてですカ勺〉陰看火が在柔 (第6溺)に来る年iこ
は、本来ならば浮いている寸口の訴が沈んで結くなります。厭陰恩木が在泉に来る

年{こ{ま、右の寸口のi肋t沈んで総くなりますc 太陰守主主土ヵtを泉に来る年目立、左の
寸口の訴が沈んで紹くなりますJr南歳の歳{立、少注意火力司天 (第3期}に来る
年に寸口の訴が沈んで紹くなりますe 原陰毘木カ電司天に来る創立右の寸口のi肋t沈
んで絡くなり、太E童浪土が司天に来る年には左の寸口の訴が沈んで紹くなりますj
マ'1事政の歳に{立、人{孟南を向いて手を前lζ出すe すると寸ロが尺中の南領~に来る。
尺中(a:，寸口の北側!こ位置する。

(素詞勉強会世話人 東大蔵地域松本政己)


